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ザンビア北部に位置する銅の産出地帯（コパーベ

ルト）は鉱山開発により，農村から多くの人々を鉱

山労働者として引きつけてきた。コパーベルトには

いくつもの鉱山都市が生まれ，都市人口が急増して

いった。サハラ以南のアフリカでは南アフリカを除

くと，例外的に都市化の進んだ社会となった。部族

社会 と捉えられた社会に住む人々が，都市に働き

に来て住むようになる。こうして彼らは 部族民

から 都市民 となる。植民地支配の確立と植民地

経済の展開によって，いやおうなくアフリカの社会

が変容を迫られる中で，ザンビアは変化の最先端を

行く事例となった。このことがアフリカ研究におい

てザンビアに特別の関心と意義を与えることになっ

たのである。

本書は1940年代～50年代ザンビアの鉱山労働者に

関する社会人類学的研究の蓄積を踏まえつつ，80年

代における鉱山労働者を取り上げ，その分析の上で，

従来の研究に厳しい批判を加えている。評者も1987

年から農村・都市間を中心とした労働移動調査をザ

ンビアで行ってきた。しかしコパーベルトについて

は鉱山都市ムフリラ（Mufulira）で１度調査を行っ

たのみであり，ほとんどは送り出し地域である東部

州農村を調査してきた。対象地域は異なるが，強い

関心を持って本書を読んだ。著者の研究領域は文化

人類学であり，評者の文化人類学についての知識は

不十分であるが，文化人類学的な研究に対する違和

感というものを本書にはほとんど感じなかった。む

しろ歴史的な展開や，時代的背景を 慮していると

いう点で好感をもった。著者は単線的な発展論・近

代化論に批判的であり，それらを相対化しようとす

る視点に共感するところが多かった。

本書の構成は以下のようになっている。

第１章 コパーベルトの理論的把握

第２章 永続性の期待

第３章 農村との結びつき，都市のスタイル

第４章 農村へ戻ろう

第５章 家庭生活の期待

第６章 アジアのミニアチュア

第７章 グローバルな切断

本書の内容を章ごとに順次紹介していくことにし

たい。

わが国は前進する，そして我々自身も ， 車を

持つのは夢になってしまった。昔は良い仕事にあり

つけた若者はどんな車も買えたけれど，その時代は

過ぎ去り，もう２度と戻ってこない 。第１章の冒頭

にあるこの２つの文章は，1970年代を境とする２つ

の時代の違いを端的に示している。ザンビアはかつ

てアフリカにおいて産業的発展がみられる典型例と

捉えられ，その発展はアフリカ版の産業革命と呼ば

れていた。ところが1970年代後半以降ザンビア経済

は後退の一途をたどり，コパーベルトの都市住民の

生活は困窮化し，都市暴動さえ引き起こされること

になった。古き良き時代を懐かしく思い返し，将来

には後進性を予測せざるを得ない，すなわち近代化

神話が崩壊したときどのようなことが鉱山労働者に

生じたのかということが著者の関心である。

ローズ・リヴィングストン研究所（Rhodes-Living-

stoneInstitute）を拠点に展開した鉱山都市労働者と

労働移動の研究は，著者によると人種主義者である

白人入植者や政府に対して批判的立場を示すもので
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あった(注１)。研究所の人類学者たちも植民地支配自

体を否定したわけではないが，アフリカ人は都市的

文明に適応することができ，農村的・部族的なアフ

リカ人も近代社会のメンバーになることができると

主張した。入植者と植民地政府は，都市のアフリカ

人は一時的滞在者に過ぎず， 部族民 であることに

変わりはないと えようとした。そう えれば，ア

フリカ人はいつまでも出稼ぎ労働者であって都市で

脅威となる存在ではなく，都市でのアフリカ人の生

活改善を行わない口実になったからである。この

えに対して，人類学者たちは都市労働者を農村に住

む 部族民 と異なり，西欧化あるいは近代化され

た人々と捉えようとしたのである。

先行研究との関連で議論の中心になっているのは

都市永住化をめぐってである。第２章において著者

は都市永住化神話に対する批判を展開する。鉱山労

働者の多くは従来は還流型であった，すなわち農村

から鉱山都市に来て一定期間働いた後帰村した。し

かし，やがて都市に次第に永住するように変化して

いくと言われてきた。これに対して著者は，ムーア

（HenriettaL.Moore）たちの研究に依拠しながら

次のように主張する。第２次世界大戦以前において

も，人々は決してひとつのパターンに当てはまる存

在ではなく，短期滞在者も確かにいたが，故郷を時々

訪ねる既婚の長期滞在者もおり，農村と都市との間

を行き来する出稼ぎ還流型の労働システムによって

すべてを特徴づけてしまうことはできないという。

従来の説，すなわち著者のいう近代化神話によれ

ば，第２次世界大戦後，とりわけ1964年の独立前後

からは，還流型から永住型へ変化していくはずであ

った。アフリカ人にとっての都市居住条件が改善さ

れ，移動禁止の廃止という制度上の変化が生じたか

らである。しかし，著者は今度は逆に永住化の進展

という主張に対して批判を加える。著者による1985

年の調査結果に基づくと，都市永住化は認められな

いという。退職ないし解雇直前の鉱山労働者50名の

うち47名は帰村の予定であった。翌1986年に行われ

た帰村者21名の追跡調査によると，全員が村に住み

続けていた。すなわち鉱山労働者は退職後ほとんど

が帰村していることになり会社もそれを推奨してい

る。この点で過去との驚くべき共通性が指摘される。

つまり著者は過去においても還流型ばかりでなく永

住型も存在していたことを主張し，他方現在におい

ても還流型が一般的であるといっているのである。

著者のこうした主張は変化をまったく無視してい

るわけではない。結果的には還流型ということで類

似しているとしても，背景の相違を指摘することを

怠っているわけではない。現在の農村への還流は，

帰村を えもしなかった人々が経済的苦境の中で帰

村せざるを得なくなる，すなわち生存の必要による

というわけである。このような把握は評者自身の調

査結果と相矛盾するわけではなく共通する部分も多

い。しかし評者はさらに次のことを指摘しておきた

い。鉱山労働者は会社から住居を提供され，従って

退職後は当然そこを去らなければならない。このよ

うに鉱山に勤めている間は相対的に恵まれた生活を

享受することが可能であるが，手工業者やインフォ

ーマルセクターの従事者と異なり退職後の生活基盤

を持っていない。このような鉱山労働者の特徴を

慮に入れなくてはならず，彼らから今日の都市労働

者全体の動向を論ずるわけにはいかないであろう。

さらに指摘しておきたいことは第２次世界大戦以

前から今日まで継続している特徴，すなわち多くの

人々がいずれは帰村するということの意味をどう理

解するかということである。著者は1980年代以降の

帰村を経済危機と都市生活の困難さということで説

明しているが，それではそれ以前についてはどう説

明するのか。南部アフリカにおける資本主義の展開

とそこにおける労働形態の特徴という構造的な理解

がどうしても必要となるのではないだろうか。

第３章では興味深い文化人類学的な分析が行われ

ている。長期にわたる都市滞在者の中にも，その態

度や行動において 部族民 的である人々がいると

いうことに注目している。このことを分析する概念

としてローカリストという用語を使い，それと対照

的な特徴をコスモポリタニストと名づけている。こ

こにおける議論の特徴は，特定の人がローカリスト

であるか，コスモポリタニストであるかというよう

に捉えるのではなくて，1人の人間がローカリストで

もありかつコスモポリタニストでもあると捉えてい
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ることである。すなわち伝統的人間から近代的人間

へという捉え方でないことはもちろん，移行の過程

にある者，あるいは中間的段階の者として捉えると

いうことでもない。ローカリストというのは農民そ

のものではなく，農村のスタイルそのものでもない。

それはあくまで都市住民に見られるスタイルなので

あるが，しかしそのスタイルは農村の生活と結びつ

いている。退職後都市に住み続けることが困難な鉱

山労働者にとって，村に帰ることができるか，村に

帰って人々に受け入れられるかどうか，こうした関

心や不安は大きなものがある。言葉使いや立ち居振

る舞いが都市的になり過ぎていないかどうか充分に

気をつけなければならない。そのためには帰村を念

頭において日頃から注意をしておかなくてはならな

い。急に変えようとしても困難だからである。

第４章は今までの議論にそって個別の鉱山労働者

についての事例を紹介している。いちいち紹介する

紙幅の余裕はないが，諸事例からうかがわれる特徴

を指摘しておくと，まず帰村とは必ずしも出生村や

育った村，あるいは両親の住む村へ戻ることを意味

しない。農村内部での移動が極めて頻繁であり，家

族・親族は様々な村に住んでいるということが通常

である。従って帰村するという場合，選択の対象と

なる村はひとつではなく複数である。土地取得にさ

ほど問題があるわけではなく，家族・親族がどのよ

うに受け入れてくれるかということが重要である。

立ち居振る舞いにより嫌われたり，夫の村に随伴し

た妻が災難に遭ったりしないかどうか，そうならな

いためにはどうすべきかということに心を砕かなく

てはならない。電気や水道，さらには冷蔵庫や車の

使用という都市的な文明を享受してきた人々にとっ

て，農村での生活は大変厳しいものがある。しかし

それ以上に緊張を強いるのは社会的な適応の問題な

のである。

この現実は鉱山労働者の家庭のあり方にも影響を

及ぼしている。還流型から都市定住型へ変化するに

つれ，家族も伝統的なものから近代的なものへ変化

するという把握の仕方を，著者は第5章で批判してい

る。まず都市の家庭では夫婦と子供以外の血縁の人々

が同居しているのが通例である。再婚者の方が多く，

男女の婚外の関係が極めて頻繁であるなど夫婦関係

は極めて不安定である。このような都市家族の状況

を，伝統的な家族構造が崩壊しつつあるが，新しい

形態に置き換わっていない状況として捉えるという

え方がある。しかしこれは間違いであるという。

都市家族の現実は，様々な問題の解決や人々の生

活戦略によって生み出されたのである。都市に住む

成人女性は有業の男性に多くの場合依存せざるを得

ず，そうした女性は妻とも，愛人とも，あるいは娼

婦とも明確に区分できない男女関係の中で生活をし

ていると著者はいう。このような関係とその背景か

ら都市住民の生活を捉える視点をミクロ政治経済学

と称している。都市家族における夫婦関係は強固な

ものであるということを前提にする近代的核家族と

は大いに異なる。女性にとっての利害からすれば，

夫の村に行くことは多くの困難をともなうために，

退職後の帰村をめぐって夫婦の関係が悪化し，離別

に至ることもよくある。このような事態を都市家族

がいまだ伝統的であるためと捉えるのではなく，ま

して社会病理的な現象であると捉えるべきでもない，

というのが著者の主張である。

経済事情の悪化によって都市住民は退職後の帰村

を えざるを得なくなり，その分農村への依存度を

強めることになる。その結果，都市住民がコスモポ

リタンでいることが困難になった。このことを第6章

で述べている。コスモポリタン的特徴を強調し，永

住化の傾向を指摘するという従来の都市研究は1950

年代～60年代の状況，すなわちあくまで経済の黄金

時代の反映であったのである。最終章において，か

つての黄金時代に対比して今日の状況を次のように

捉えている。年配の鉱山労働者たちは，欠乏ではな

くて喪失を経験し，外部世界とのつながりの欠如で

はなく，切り離されたと感じている。従属論におけ

る“undeveloped,”“underdeveloped”になぞらえて，

今日のザンビアはグローバル化の進展する世界にお

いて，“beingunconnected”ではなく“beingdiscon-

nected”であると表現している。著者の都市住民の生

活と行動についての理解は，近代化論における移行

の過程と結びつける理解とはまったく異なっている。

このように特定の歴史的状況と変遷の中で対象の特
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徴を捉えようとすることは基本的に間違ってはいな

い。より具体的には，光ファイバーや衛星通信の発

達によって，ザンビアを文字通り世界につなげてい

た銅の役割が低下してきたのである。通信革命が世

界を結びつけるかたわら，ほとんどの人が生涯電話

というものを使用することがないザンビアを世界か

ら切り離したのである。

本書の特徴は２点にまとめることができるであろ

う。第１は都市住民における永住化を指摘する研究

に対して，退職後の帰村傾向の強さを強調している

ことである。第２は民族学や文化人類学においても

慮されるようになってきたと思われる，歴史的変

遷や時代状況を踏まえて分析していることである。

そしてこの２点は密接に関連し合っている。すなわ

ち今日の厳しい経済状況の下だからこそ，都市での

生活は益々困難になり，帰村の傾向を一層強めてい

るというわけである。このことについては評者も異

論がない。都市での雇用機会が厳しくなるにつれ，

出稼ぎ労働は容易でなくなるとともに，１度就業す

ることができれば，できるだけ長く都市に滞在する

という傾向が強まることは自然である。しかし経済

事情が悪化し，都市での生計維持が困難になれば，

それだけ帰村は増え，また早められる。それゆえ1980

年代における労働移動についてはまさにザンビア経

済との関連を無視して捉えることはできない。

本書の弱点はまず第１に対象が鉱山労働者に限ら

れているということである。都市住民の内でもイン

フォーマルセクターに従事している人々など，他の

労働者について見れば帰村の傾向は鉱山労働者ほど

強いものではない。第２の問題は1980年代～90年代

の特徴を強調するあまり，そもそも植民地支配の下

で開発が進められてきたザンビアにおける労働の特

質，すなわち一貫した構造的特徴への留意が不十分

であるということである。1940年代～50年代におい

てもすべての労働者が還流型であったわけではない

が，今日の都市住民に永住化の可能性がきわめて高

いわけでもない。すなわちザンビアにおける都市労

働者，とりわけ鉱山労働に出稼ぎ還流型が多いとい

うことにおいてむしろ一貫している。こうした特徴

の背景として，還流型労働形態が労働力再生産費の

削減を可能にしたということを認識しておくことが

必要である。農村で生まれ育ち，都市で働き，退職

後老年期を農村で過ごす。このことは今に始まった

ことではなくて，むしろ植民地経済の開発当初から

続いていることである。

こうした労働力に関する基本的な構造において，

近年着目すべきはインフォーマルセクターの果たす

役割であろう。退職後様々な理由によって，農村に

帰ることができない人々は，インフォーマルセクタ

ーに従事しつつ，スクオッターの住民となった。1980

年代～90年代において都市における生活が困難にな

るに従って，農村へ送金をしたり，農村をしばしば

訪問するということはできなくなってきた。都市住

民の側から農村との絆を維持することは容易ではな

くなってきたのである。他方農村は相変わらず厳し

い状況が続き，構造調整の影響や自然的条件によっ

て翻弄され続けている。そうした中で，比較的恵ま

れた都市住民は地方中小都市の郊外に退職後住むと

いう選択をするようになっている。しかし多くの人々

はそうすることもできず，退職後スクオッターとし

て生活を続ける人も多い。一方にはザンビアにおけ

る労働力とその再生産の構造，他方には1980年代～90

年代の経済状況を見据え，前者の構造の中で労働者

の行動と選択がどのように後者において具体化され

ているのかということを捉えていくべきであろう。

(注１) グラックマン（M.Gluckman），エプスタイ

ン（A.L.Epstein），ミッチェル（J.C.Mitchell），リチャ

ーズ（A.I.Richards）などをさしている。先行研究につ

いては文献リストにあげたファーガソンの論文に詳しい

説明がある。
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